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緑のカーテン取組情報 

基本情報 

お名前 小松 和美（南アルプス市） 

育てた植物の種類 
ゴーヤ 琉球朝顔 西浄朝顔 葡萄 蔓ありいんげん豆 胡瓜 風船かずら 

縷紅草 

設置場所 住宅の南側 

カーテンの大きさ ゴーヤの場合【高さ：約２m４３cm、幅：約１１m４０cm】 

取組年数 １２年目 

緑のカーテンの効果 

 冷房の温度設定 

 電気使用量・光熱費の削減 

 視覚的な癒し効果や安ら

ぎ 

 

などについて記入 

・冷房の温度設定 

 一日中２７度の設定。昼夜クーラーが必要な夏でした。 

・視覚的な癒し効果や安らぎ 

今年の猛暑で、ぶどうによる緑のカーテンは視覚的には大いに癒やされました。 

又、直射日光を遮るので、室内では冷房効果が良いと感じました。 

育てる際の工夫・苦労 

 植物の選定 

 土づくり 

 水や肥料のやり方 

 病害虫への対策 

 

などについて記入 

・植物の選定 

「蔓性植物に魅せられて、豊かなくらしと緑のカーテン」と銘打って毎年緑のカー

テンに特別な思いをもって取り組んでいます。 

 設置場所を考えてそれぞれの植物を育てるのも楽しみのひとつです。 

・土づくり 

 ゴーヤをはじめ野菜類は花と野菜の培養土を深さ２０cm 掘り下げて新しいもの

に変えて作りました。 

・水や肥料のやり方 

晴天の日や曇りの日は朝夕２回水やりをします。地下２１cm からポンプで汲み

上げた水は冬温かく、夏は冷たく感じます。５月頃より続いた暑さで植物に根元

に水の蒸散を防ぐ為に木の枝や茎を使って日除けを作ってやりました。これは今

年始めてやりましたが、とても効果がありました。 

肥料は昨年同様、牛糞堆肥、醗酵鶏糞、木の葉 100％腐葉土、魚粕、玉子天然カ

ルシウム、化成肥料、入り油粕、ようりん等オリジナル配合肥料がよく効きます。 

・害虫への対象 

ゴーヤは全く病気もなく、害虫もなく、無消毒でした。 

感想・楽しみ方など 

 花や収穫物の利用方法や

楽しみ方 

 取組の感想 

 

などについて記入 

・花や収穫物の利用方法や楽しみ方 

 花は種子から育て、ゴーヤの根元に植えて色どりを添えた。相乗効果もあり日除

けにもなって暑さを遮る効果は非常にあった 

収穫物は近所のお友達や妹達にも差し上げて喜ばれている 

又、ぶどうは初めて取れたにしては８㎏箱３個にもなり京都の妹に送った。 

・取組の感想 

 家の南側に面した場所に植えてあるぶどうは一日中日光が当たって猛暑の為日

除けをと考え、軽石をネットに入れて敷きました。 

水の蒸散を防いで雑草の予防にもかなり助かりました。 


